
Ⅳ 校外の機関との連携のために ２ 教育相談等の力を高めるコーディネートアイディア（例） （１） 
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保護者とよりよい関係をつくりながら話をするためには、以下のようなカウン

セリングの技法がヒントになります。自分の取り組みと比較して、よりよい教育

相談を目指していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談で用いる 

カウンセリングの技法 

引用・参考：文部科学省「生徒指導提要」（平成 22 年 3月） 

つながる言葉かけ 

いきなり本題から始めるの
ではなく、始めは相談に来た労
をねぎらい、相談に来たことを
歓迎する言葉かけ、心をほぐす
ような言葉かけを行います。 

 
 
 
 
 

傾 聴 

丁寧かつ積極的に相手の話
に耳を傾けます。よくうなず
き、受け止めの言葉を発し、時
にこちらから質問します。 
 
 
 
 
 

 

受 容 
反論したくなったり、批判し

たくなったりしても、そうした
気持ちを脇において、保護者の
そうならざるを得ない気持ち
を推し量りながら聴きます。 
 
 
 

 

明確化 
うまく表現できないものを

言語化して心の整理を手伝い

ます。 

 

 
 
 
 

保護者が、安心して話せる関係づくりを意識していますか？ 

繰り返し 

保護者がつぶやいたことで
も、こちらが同じことを繰り
返すと、自分の言葉が届いて
いるという実感を得て、保護
者は安心して話すようになり
ます。 
 
 
 
 
 
 

感情の伝え返し 
 自分の感情をうまく表現で

きない場合もあります。少し

でも感情の表現がでたときに

は、同じ言葉を保護者に返し

感情表現を応援します。 

質 問 
話を明確化するとき、意味が

定かでないときに確認する場

合、より積極的に聴いていると

いうことを伝える場合などに

質問をします。 

 
 
 

自己解決を促す 
保護者の自己解決力を引き

出すようにします。 

 

 

 

 

 

 

例：「お忙しい中、ありがとう
ございます」「お待ちしてい
ました」 

 

例：「そうなんですね」「大変
でしたね」 

 

例：保護者「できるようにな
ってほしい」 
教師「できるようになって
ほしいのですね」 

 

例：保護者「一人で悩んで
いて、つらかったんです」 
教師「それは、つらかったで
すね」 

 

例：「お母さんとしては、こ

んなふうに思ってきたのです

ね」 

例：「これからどうしようと考
えていますか？」「学校でもど
のように対応していくか、一
緒に考えていきますよ」 

 

例：「それは、どういうことで
すか？」 

 

例：「そういうふうに感じられ
たのですね」 

 

☆ 聴き方、話し方 チェックシート 

 


